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当
日
は
、
園
主
会
が
野
菜

の
栽
培
を
指
導
し
て
い
る

「
宇
治
市
老
人
園
芸
ひ
ろ

ば
」
で
実
際
の
野
菜
づ
く
り

を
見
学
し
た
後
、
旬
の
野
菜

を
使
っ
た
料
理
づ
く
り
・
試

食
と
、
野
菜
の
育
て
方
を
学

ぶ
講
話
を
予
定
し
て
い
る
。

宇
治
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
が
共
催
す
る
。

現
在
、
小
学
生
以
下
の
子

ど
も
と
一
緒
に
参
加
す
る
親

子
（
先
着
10
組
）
を
募
集

中
。
参
加
の
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
は
、
京
都
府
農
業

会
議
（
☎
０
７
５
・
４
１
７

・
６
８
４
７
）
ま
で
。

園
主
会
で
は
本
年
度
宇

治
市
や
京
都
市
と
連
携
し

て
、
地
域
住
民
が
農
業
を
体

験
す
る
市
民
農
園
の
運
営
支

援
や
農
福
連
携
の
モ
デ
ル
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

（
岡
田
充
弘
）

の
交
流
を
促
進
し
、
子
ど
も

た
ち
に
は
身
近
な
場
所
で
野

菜
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
健
全
な
食

生
活
を
支
え
る
地
域
農
業
に

対
す
る
大
人
の
理
解
も
深
め

て
も
ら
う
企
画
だ
。

【
京
都
】
「
京
都
農
業
体

験
農
園
・
園
主
会
」
（
事
務

局
＝
京
都
府
農
業
会
議
）
は

11
月
30
日
、
宇
治
市
内
で

「
親
子
で
楽
し
む
料
理
教

室
」
を
開
催
す
る
。

「
食
」
を
通
じ
た
地
域
と

ッ
ト
は
、
農
地
の
所
有
者
、

耕
作
者
も
そ
の
場
で
わ
か
る

し
、
現
在
地
が
示
さ
れ
て
い

る
の
で
対
象
農
地
が
わ
か
り

や
す
い
」
と
語
る
。

同
市
で
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
市
独
自
の
農
地
バ
ン
ク

制
度
を
創
設
。
遊
休
農
地
の

解
消
や
担
い
手
の
規
模
拡

大
、
新
規
参
入
の
促
進
に
も

結
び
つ
け
て
き
た
。

亍
山
会
長
と
三
原
会
長
職

務
代
理
者
は
「
遊
休
農
地
は

増
や
さ
な
い
。
農
地
と
農
業

を
守
り
、
地
域
の
活
力
を
維

持
し
た
い
」
と
力
を
込
め

た
。

（
山
口
昭
彦
）

題
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
８
月

日

に
は
守も

り

本も
と

憲か
ず

弘ひ
ろ

市
長
も
参
加

し
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発

式
を
実
施
。
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
・

事
務
局
職
員
が

班
体
制
で

市
内
各
地
を
回
っ
た
。
パ
ト

ロ
ー
ル
で
は
、
以
前
か
ら
導

入
を
進
め
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
も
活
用
し
た
。

同
市
農
業
委
員
会
の
亍う

山や
ま

昭あ
き

彦ひ
こ

会
長
と
三み

原は
ら

賀
代
子

か

よ

こ

会

長
職
務
代
理
者
は
「
タ
ブ
レ

【
兵
庫
】
古
代
か
ら
平
安

時
代
に
か
け
て
、
皇
室
や
朝

廷
に
海
水
産
物
を
中
心
に

御
食
料

み
け
り
ょ
う

を
献
上
し
て
き
た
淡

路
島
は
、
御
食

み

け

つ

国く
に

と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
農
業
の
盛
ん
な
地

域
。
島
の
南
部
に
位
置
す
る

南
あ
わ
じ
市
は
、
タ
マ
ネ
ギ

や
レ
タ
ス
な
ど
野
菜
栽
培
が

盛
ん
で
、
作
付
面
積
で
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
。
乳

用
牛
や
肉
用
牛
の
畜
産
が
盛

ん
な
ほ
か
、
３
年
と
ら
ふ

ぐ
、
タ
イ
や
ハ
モ
な
ど
水
産

物
も
全
国
的
に
有
名
だ
。

豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
た

同
市
で
も
、
農
業
者
の
高
齢

化
や
山
間
部
で
の
鳥
獣
被
害

な
ど
に
よ
る
遊
休
農
地
が
課

巳巳
共

会
長
は
「
今
後
の
農
業

を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、

市
だ
け
で
な
く
、
国
・
県
と

連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

特
に
鳥
獣
害
対
策
を
今
ま
で

以
上
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

（
木
村
将
史
）

に
関
す
る
意
見
書
」
を
仲
川

げ
ん
奈
良
市
長
に
提
出
し

た
。奈

良
市
の
農
業
に
と
っ
て

重
要
な
最
優
先
課
題
で
あ
る

鹿
害
に
つ
い
て
は
、
防
止
柵

の
設
置
補
助
や
捕
獲
に
関
す

る
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、

個
体
数
の
増
加
に
よ
り
、
被

害
が
年
々
深
刻
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
状
況
を
解
決
す
る
に

は
個
体
数
を
減
ら
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
今
回

の
意
見
書
で
は
、
対
策
と
し

て
鹿
を
含
め
た
有
害
鳥
獣
捕

獲
に
対
す
る
支
援
の
継
続
・

拡
充
を
市
長
に
訴
え
た
。

他
に
は
、
担
い
手
の
確
保

・
育
成
支
援
や
「
地
域
計

画
」
に
お
け
る
目
標
地
図
の

素
案
作
成
に
向
け
た
協
力
、

遊
休
農
地
発
生
防
止
・
解
消

対
策
や
、
社
会
情
勢
や
異
常

気
象
に
よ
る
影
響
を
受
け
た

農
業
者
に
対
す
る
支
援
な

ど
、
農
業
施
策
や
農
業
委
員

会
業
務
の
強
化
を
図
る
た
め

の
支
援
を
求
め
た
。

し
た
農
業
・
農
産
物
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど

を
基
に
取
り
ま
と
め
た
「
農

地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策

【
奈
良
】
奈
良
市
農
業
委

員
会
（
巳巳
共

一
孝
会
長
）
は
、

地
域
の
農
業
者
や
市
民
に
対

し
て
２
０
２
３
年
度
に
実
施

同
セ
ン
タ
ー

で
技
術
修
得
研

修
と
広
報
を
担

当
す
る
大
嶋
功

資
主
査
は
「
今

年
か
ら
新
た
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、

各
研
修
の
様
子

も
積
極
的
に
情

報
発
信
し
て
い

る
。
農
業
の
魅

力
を
広
く
伝
え

る
こ
と
で
、
県

内
で
の
就
農
を
志
す
人
を
増

や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

（
大
野
慎
介
）

営
農
計
画
を
発
表
す
る
予
定

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く

農
業
を
県
内
各
地
で
実
現
し

て
い
く
。

来
年
２
月
ま
で
の
５
カ
月
間

（
全
25
日
）
に
わ
た
り
、
花

き
・
果
樹
・
野
菜
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
品
目
を
実
習
や
講
義

を
通
し
て
学
ぶ
。

今
回
の
受
講
者
は
11
人

で
、
男
性
８
人
、
女
性
３
人

で
平
均
年
齢
は
46
・
３
歳
。

研
修
の
最
後
に
は
、
自
身
の

【
和
歌
山
】

県
農
林
大
学
校

就
農
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
県

内
で
新
た
に
農

業
を
始
め
る
人

の
支
援
を
目
的

に
、
各
種
研
修

や
就
農
相
談
を

行
っ
て
い
る
。


月
７
日
に
は
、
技
術
習

得
研
修
（
第
２
班
）
を
開

講
。
習
得
期
間
は
10
月
か
ら

相
談
を
受
け
た
。

相
談
結
果
は
、
推
進
委
員

長
や
事
務
局
と
共
有
し
、
就

農
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
に

つ
な
げ
て
い
る
。
「
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔

で
話
し
た
。

（
中
野
剛
）

者
に
Ｐ
Ｒ
し
、
古
民
家
を
拠

点
に
し
た
相
談
会
を
開
催
。

こ
れ
ま
で
に
10
件
を
超
え
る

た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
オ
モ

ヤ
★
キ
ッ
チ
ン
」
を
営
ん
で

い
る
。

就
農
希
望
者
が
す
ぐ
に
役

所
を
訪
ね
る
の
は
精
神
的
に

負
担
が
大
き
く
、
「
ま
ず
は

地
域
を
知
る
委
員
が
本
気
で

話
を
聞
こ
う
」
と
考
え
、
相

談
を
受
け
始
め
た
。
地
域
の

催
し
や
、
自
ら
が
定
期
的
に

開
催
す
る
体
験
農
場
の
参
加

杉
田
さ
ん
は
、
地
域
共
生

を
め
ざ
し
、
自
ら
も
農
福
連

携
の
農
園
で
、
自
然
農
法
の

野
菜
や
米
を
就
労
支
援
す
る

仲
間
と
栽
培
。
販
売
の
ほ

か
、
栽
培
し
た
野
菜
を
使
っ

【
滋
賀
】
「
地
域
の
就
農

希
望
や
農
地
あ
っ
せ
ん
な

ど
、
農
業
・
農
地
に
関
す
る

相
談
を
進
ん
で
受
け
、
他
の

委
員
や
事
務
局
と
情
報
共
有

な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
る
」

と
話
す
の
は
、
２
０
２
０
年

度
か
ら
栗
東
市
の
農
業
委

員
、

年
度
か
ら
は
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
を
務
め

る
杉
田
健
一
さ
ん
（
47
）
。

▷28

栗
東
市

杉
田
健
一
さ
ん

栗
東
市

杉
田
健
一
さ
ん

地
域
共
生
へ
農
地
相
談
に
力

委
員

事
務
局
と
情
報
共
有
し
対
応

培
し
て
い
る
。

昨
年
は
購
入

し
た
苗
で
の
土

耕
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
が
、
今

年
は
育
苗
か
ら

始
め
高
設
栽
培

に
切
り
替
え

た
。
ま
た
、
生

産
量
を
増
や
す

た
め
に
い
ち
ご

ア
カ
デ
ミ
ー
の

先
輩
か
ら
苗
を

購
入
し
、
規
模

拡
大
も
図
っ
て

い
る
。

「
目
標
は
『
ち
は
や
姫
』

の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
紅
ほ

っ
ぺ
を
生
産
す
る
こ
と
」
と

意
気
込
み
を
語
る
。

（
林
佑
一
郎
）

府
の
品
目
特
化
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
い
ち
ご
ア
カ
デ
ミ
ー
を
経

て
昨
年
に
新
規
就
農
。
現
在

は
紅
ほ
っ
ぺ
、
や
よ
い
ひ

め
、
よ
つ
ぼ
し

の
３
品
種
を
栽

【
大
阪
】
「
自
分
が
味
わ

っ
た
感
動
を
消
費
者
に
伝
え

る
側
に
な
り
た
い
」
と
話
す

の
は
、
河
南
町
の
約
30
㌃
の

ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
を
生
産
す

る
吉
田
崚
太
さ
ん
（
26
）

だ
。大

学

在

学

中
、
南
河
内
産

の
ブ
ラ
ン
ド
イ

チ
ゴ
「
ち
は
や
姫
」
を
食
べ

て
そ
の
お
い
し
さ
に
感
動

し
、
就
農
を
決
意
し
た
。

大
阪
府
立
農
業
大
学
校
、

河
南
町

吉
田
崚
太
さ
ん

河
南
町

吉
田
崚
太
さ
ん

｢

消
費
者
に
感
動
伝
え
た
い｣

い
ち
ご
ア
カ
デ
ミ
ー
経
て
就
農

委
員
活
動
の
ほ
か
、
先
駆
的
に

農
福
連
携
に
取
り
組
む
杉
田
さ

ん

「いつかは洋菓子店などにイ

チゴを卸したい」と吉田さん
開講式と鳥居洋木所長の講義

インスタグラムの二次元コード

｢

食｣

通
じ
た
地
域
交
流
を
促
進

京
都
農
業
体
験
農
園･

園
主
会

親
子
料
理
教
室
の
参
加
者
募
集
中

タ
ブ
レ
ッ
ト
も
活
用

市
長
と
と
も
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

市
長
と
と
も
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

南あわじ市農業委員会

鹿害対策の継続･支援訴え
奈良市農委会が市長長に意見書

農
業
の
魅
力
伝
え
新
規
就
農
増
へ

技
術
習
得
研
修
を
開
講

和歌山県農林大学校
就農支援センター

守
本
市
長
（
左
端
）
も
参
加
し
て
の
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
。
右
端
は
三
原
会
長
職
務
代
理
者

「
親
子
で
楽
し
む
料
理
教
室
」
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

仲
川
市
長
（
左
か
ら
３
人
目
）
に
意
見
書

を
提
出
し
た
農
業
委
員
会
の
委
員
代
表
者

（
市
長
の
左
が
巳巳
共

会
長
）
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